二人桜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瀬場　康徳

これだけの課題があって何が春休みなのか。そんな恨み言を心の中で教授に向かってありったけはいていた春休みの午後のことだ。
「君、帰省してしばらくうち来れないんだから代わりにここらへんの実験結果まとめといてよ」
このあいだまで基礎の基礎しか習ってなかった俺には一朝一夕でかけるようなレポートの訳がなく、せっかく実家に帰ってきたというのに休まる暇なんか一切ないのである。それならばまだマシだというのに…
「兄貴まだレポートなんか書いてんのかよ。んなの教授の嫌がらせなんだから気にする必要ねーじゃん。」
なんて言いながら横で居間のTVを独り占めにしてゲームに興じている弟（浪人生）がいるんだからたまったもんじゃない。
「おい、健。浪人中なんだからゲームなんかやってないで勉強したらどうなんだ？」
「えーパス。なんかー、塾の講師が言うにはコン詰めるよりも一回心ゆくまで遊んだほうがいいんだってー。兄貴も気分転換したらー？」
「気分転換してる余裕が無いからこうやって頭抱えながらレポート書いてるんだ。」
　なんと、大学に戻るのは明後日であり教授はその日にレポートを提出しろなんて言ってきたのである。実家には一週間ほど滞在していたが遅々としてレポートは進んでいないのである。
「はあ、俺はお前が羨ましいよ。」
「兄貴はいろいろ考えすぎなんだよ。少し肩の力抜いてリラックスするのも大事だぜ。」
　…なんで俺は浪人中の弟に諭されてるんだ。でも、確かに弟の言うことにも一理ある気がするな。
「なあ、たける」
「ん？」
「久しぶりにどっか一緒に出かけないか？」
「パス。」
…このやろ。
「いいよ、ここあたり何もないし外出てもつまんないだけだって。」
「はあ、口は達者なんだからこいつは…少しでもそれが勉強面にでてればな。」
「はいはい。いってらっしゃい兄貴。」

　俺の故郷はまさに地方の田舎といった感じで大型な家電量販店などの類は一切ない。町の中心となる商店街に個人経営のこじんまりとした店がいくつも並ぶばかりであり、それを過ぎると本当に何もないのである。それにしてもこの町でも子供の姿を全く見なくなったな。大学の周辺でも全く子供が遊ぶ姿が見れなかったがこの周辺でも遊ぶ姿がなくなるとは思わなかった。もう、最近の子供は弟のようにゲームばっかりなのだろうか。
　そうだ、神社にでも行ってみるか。あそこは子供の頃の遊び場だった。水飲み場に日陰もちゃんと用意されてるしあそこだったら子供たちがいてもあおかしくはないだろう。少し離れるが地元の神社にでも行ってみるか。

　いた。地元の神社に行ってみたら子供が二人だけだが遊んでいて心なしかホッとした。桜の咲いた境内で遊ぶ子供たちがとても心を和ませる。
確かに最近の子供たちは外で遊ばないのかもしれないけどっちゃんと外で遊んでいる子供というのはやっぱりみていて気持ちのいいものだなと思っていた時に子供達の会話が聞こえてきた。
「なあ、これからお前ん家行ってもいい？」
「え、今日？今日は駄目だよ。確かうちにパパがいるから怒られるもん。」
「えー、そうなの？じゃ、俺帰るわ。お前んち行けないなら遊ぶの飽きたし。」
「え、そんなこと言わないで一緒に遊ぼうよ。まだ、キャッチボールしてないじゃん。」
「えー、でもお前と遊ぶのつまんないしなー。」
「わかったよ、わかったから。今からママに友達を家に連れてきてもいいように聞いてみるから。だから、だからちょっと持って。」
　最近の子供はとてもわがままだというのを聞いていたがここまでだとは思わなかった。携帯で電話をしていた子供は親の了解を得たのだろうか嬉しそうにもう一人の子供と一緒に神社を出て行った。二人はこれからもあのような調子で友達関係を続けていくのだろうか？なぜか二人がの関係が近くで散りゆく桜の花びらのように思えた。
　俺が子供の時は外で遊んでいたら勝手に子供たちが集まって気づいたらみんなで笑いながら遊んでいた気がする。こんな話でもしたら弟に「時代が変わった」だの「遊ぶ場所が公園や神社からネットに変わっただけ」とか言われそうだが。
　そういえば、教授が最近の子供は他社とのつながりをないがしろにするとぼやいていたな。なんでも自分に少しでも都合が悪くなるとその人との関係をすぐきってしまうとか。
蔑ろにする…か。そんな言葉が他人の気がしないのは俺も同じようについこの間彼女些細な理由で別れてしまったからだろうか。彼女と最後に話した時、彼女に「君は人の気持ちが分かっていない」とか言われたっけ。誰かは忘れたけど、「人との関係を大切にする。それは相手のことを尊重することと同じだ」なんて言っていたひとがいたな。たしか、「人と接して痛みを知り得なければ他社の痛みも知り得ない。」と続いたっけ？
　人とのつながりか、なんてことを考えていたら家の前についていた。そういや、弟も浪人して引きこもるきっかけになったのは友達との喧嘩が原因とか言ってたっけ。
「兄貴おかえり。」
「なあ、たける。」
「ん？なんだよ兄貴？お土産でも買ってきたの？」
「桜を見に行こう。」
「は？兄貴何言ってるの？兄貴今帰ってきたばっかじゃん。また外出んのかよ。」
「いいから行くぞたける。」
　強引に手を引っ張って神社に連れて行く。
「兄貴痛い。痛いって。」
「前、見てごらん。」
「前って兄貴…桜、綺麗だね。」
「だろ？お前、最近桜見てなかったろ。」
「まあ、そりゃずっと引きこもってたし。」
「なあ、たける。」
「なんだよ兄貴。」
「別にお前が浪人してることについてとやかく言う気はない。ただ、これだけは言っておく。人との繋がりを蔑ろにするな。人と関わって嫌な思いをしても諦めずに人と繋がってみろ。そして人を思いやれる人間になれ。そしたらみえてくるものもある。」
「…それって兄貴がこの間彼女と別れたことと関係があるの？それとも俺のこと言ってるの？」
「さあ、なんだろな。今日外歩いてたらなんかそんなこと思った。そんなことより、今は花見楽しむぞ。お前、酒でも飲むか？」
「酒ってそもそも未成年だよ！なんだよ、兄貴のくせに。今日の兄貴意味わかんねえ。」
　　そうだな、とりあえず。大学戻ったらもう一回彼女と話してみよう。一回思いっきり喧嘩しちゃったけど、謝って誠心誠意今の気持ちを話してみよう。
　　そう思いながら桜を見てみても特になんの変哲も無いはずなのに、何故か、昼に見た時とは違い明るく輝いていたように見えたのはきっと夕暮れのせいなんかではないのだろう。
